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2026 年は、印象派の巨匠クロード・モネが 1926 年

12月5日にジヴェルニーで逝去してから100 周年を

迎えます。モネが生まれ、暮らし、創作活動を行っ

たノルマンディーとパリ、この二つの地方では、一世

紀が経過した今、近代美術の象徴的存在であるモネ

に敬意を表します。

世界で2,000点近くの作品が展示されているモネが、

印象派を最も象徴する画家であることは間違いありま

せん。《睡蓮》や《ルーアン大聖堂》の連作、《ひ

なげし》、印象派の名の由来となった《印象・日の出》

は、最高傑作とされています。これらの作品はすべて、

パリからノルマンディー海岸へと続くモネに着想を与

えた風景、そして刻 と々変化する光や空気感と切って

も切れない関係にあります。

ノルマンディー地方とパリ地方は、2026 年を通して、

「印象派を巡る旅  Destination impressionniste」

プロジェクトの名のもとに協力し、画家でありながら、

園芸家、美食家であった、規格外の芸術家の記憶を

称えます。没後 100 年という記念の年は、モネ作品

を幅広く所蔵する美術館を訪ねるとともに、モネが暮

らした場所や、絵画のように美しい場所、魅惑的な

庭園、光に満ちたセーヌ河岸など、彼に着想を与え

た風景を訪ねるよい機会となります。

2026 年 3月から開催される100 以上のイベント（前

例のない展覧会、特別な体験、忘れられない瞬間な

ど）がこの特別な一年を彩ります。

モネのように、“この一瞬” を味わう機会がいくつも広

がっています。

2026年
ノルマンディーと
パリ地方で祝う

クロード・モネ没後100年 

impressionistadventures.com

Claude Monet, Le Déjeuner sur l’herbe, musée d’Orsay  
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モネの眼で
この一瞬を
ご賞味あれ
2026年、ノルマンディーとイル・ド・フランスでは
印象派の巨匠 クロード・モネの没後 100年を迎えます。
巨匠の心をとらえた一瞬のきらめきを
あなたも体験してみませんか。
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見学できる場所と
インスピレーションの

源となった風景 

モネの芸術は、 作品に影響を与えたパリ地方や

ノルマンディー地方の地と切り離すことはできません。

モネ没後 100 年を記念して、「印象派を巡る旅 2026」では、

モネの作品、 生活の場、インスピレーションの源となった

風景を巡る旅へ誘います。

1 アルジャントゥイユとその周辺
Argenteuil & ses environs

2 ブージヴァル Bougival

3 フォンテーヌブローの森（シャイリー、バルビゾン） 
Forêt de Fontainebleau (Chailly, Barbizon)

4 シャトゥーとその周辺 Chatou & ses environs

5 マルリーの森（マルリー・ル・ロワ）
Forêt de Marly (Marly-le-Roi)

6 ラ・グルヌイエール（クロワシー・シュル・セーヌ）
La Grenouillère (Croissy-sur-Seine)

7 ジャット島 Île de la Jatte

8 パリ Paris

9 リュイユ・マルメゾン Rueil-Malmaison

10 ヴェトゥイユとその周辺 Vétheuil & ses environs

11 ヴィル・ダヴレー Ville d’Avray

12 イエールとその周辺 Yerres & ses environs

13 ディエップ Dieppe

14 エトルタ Étretat

15 フェカン Fécamp

16 ジヴェルニーとその周辺 Giverny & ses environs

17 オンフルール Honfleur

18 ル・アーヴル Le Havre

19 レ・プティット・ダル Les Petites Dalles

20 プールヴィル・シュル・メール Pourville-sur-Mer

21 ルーアン Rouen

22 サンタドレス Sainte-Adresse

23 トゥルーヴィル・シュル・メール Trouville-sur-Mer

24 ヴァル・サン・ニコラ Val Saint-Nicolas

25 ヴァランジュヴィル・シュル・メール
Varengeville-sur-mer 

26 ヴェルノン Vernon

創作の源となった風景

ノルマンディー

パリ地方

27 アルジャントゥイユ　印象派の家 
Maison impressionniste Argenteuil

28 ラ・グレヌイエール美術館 Musée de la Grenouillère  
（クロワシー・シュル・セーヌ） (Croissy-sur-Seine)

29 ヴェトゥイユのクロード・モネの家 
Maison Claude Monet Vétheuil

30 オルセー美術館（パリ） Musée d’Orsay (Paris)

31 オランジュリー美術館（パリ） 
Musée de l’Orangerie (Paris)

32 マルモッタン・モネ美術館（パリ） 
Musée Marmottan Monet (Paris)

33 カーン美術館 Musée des beaux-arts (Caen)

34 クロード・モネの家と庭（ジヴェルニー） 
Maison et jardins de Claude Monet (Giverny)

35 ブランシュ・オシェデ＝モネ美術館（ヴェルノン） 
Musée Blanche Hoschedé-Monet (Vernon)

36 ジヴェルニー印象派美術館 
Musée des impressionnismes Giverny

37 クロード・モネの墓（ジヴェルニー） 
Tombe de Claude Monet (Giverny)

38 アンシアン・オテル・ボーディ（ジヴェルニー） 
Ancien Hôtel Baudy (Giverny) 

39 エトルタ庭園 Jardins d’Étretat

40 アンドレ・マルロー近代美術館（ル・アーヴル） 
MuMa, Musée d’art moderne André Malraux (Le Havre)

41 ウジェーヌ・ブーダン美術館（オンフルール） 
Musée Eugène Boudin (Honfleur)

42 フェルム・サン・シメオン（オンフルール） 
La Ferme Saint-Siméon (Honfleur)

43 フランシスケーヌ美術センター（ドーヴィル） 
Les Franciscaines (Deauville)

44 ルーアン美術館 
Musée des beaux-arts (Rouen)

45 ルーアン大聖堂 Cathédrale (Rouen)

見学できる場所
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1. モネの作品を最も多く所蔵する 
美術館を訪れる 

パリにある3つの名門美術館では、モネの傑作が数

多く展示されています。また、印象派の巨匠に捧げ

られた主要なコレクションはノルマンディー地方にもあ

ります。

マルモッタン・モネ美術館所蔵のコレクションは、

1966 年のモネ家からの遺贈により形成され、印象派

の巨匠に関する世界最大級のコレクションを所蔵して

います。その至宝の中には、印象派という運動の名

の由来となった象徴的な作品《印象・日の出》も含

まれています。ジヴェルニーの庭園から着想を得た

見事な《睡蓮》の連作のほか、初期の作品や、ノ

ルマンディー、イタリア、オランダで描かれた数多く

の風景画も含まれています。

オランジュリー美術館では、壮大な《睡蓮》の連作が、

モネ自身が考案した没入型の空間で展示されていま

す。訪れる人々は、まるで絵画の中に入り込み、あ

の有名な睡蓮の池に浸るような経験へと誘われます。

セーヌ河の対岸にあるオルセー美術館は、世界最大

の印象派コレクションを誇り、モネの作品も数多く所

蔵しています。そこでは《ひなげし》を始め、《草

上の昼食》や《ルーアン大聖堂》の連作の一部な

どが並んで展示されています。

ノルマンディー地方のル・アーヴルにあるアンドレ・

マルロー近代美術館 （MuMa）では、《フェカン、

海辺》や《ヴァランジュヴィルの断崖》といった作品

を展示しています。これらの作品は、モネがその独

特な光を捉えるために歩き回ったアルバートル海岸の

風景を描いたものです。

パリ以外でフランス最大の印象派コレクションを所蔵

しているルーアン美術館では、《ルーアン大聖堂、

正面とアルバンヌ塔、曇りの時間》など、巨匠の主

要作品を展示しています。

ジヴェルニー印象派美術館では、対照的に、モネや

印象派の遺産を現代的な視点から捉え直す企画展を

毎年開催しています。

近隣のヴェルノンにあるブランシュ・オシェデ・モネ

美術館では、印象的な円形のキャンバス（トンド）

に描かれた《睡蓮》を展示しているほか、才能あふ

れる義理の娘ブランシュの作品を鑑賞することができ

ます。

最後に、オンフルールにあるウジェーヌ・ブーダン美

術館では、印象派先駆者の重要人物であるブーダン

に戸外制作の手ほどきを受けたモネの初期の作品を

紹介しています。
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2026年モネ流
「この一瞬」を楽しむ方法

5選 

ルーアン美術館

オルセー美術館

マルモッタン・モネ美術館
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2. モネの家で巨匠の私生活に触れる 

モネの作品を深く理解するということは、彼が暮らし

た場所にも触れることでもあります。パリ近郊からノ

ルマンディーに至るまで、生涯を通じて、モネは自ら

を取り巻く多様な風景やモチーフを探求し、それを

キャンバスに描き出しました。

現在、モネが人生の異なる時期に住んだ 3つの家を

見学することができます。中でもジヴェルニーの家

は、モネの足跡を今も鮮明に伝えています。

クロード・モネは 1871 年家族とアルジャントゥイユ

に移住し、芸術家としてのキャリアの新たな段階を

迎えました。ここでの創作活動は実り多く、8 年間

で 250 点以上の絵画を制作しています。1874 年か

ら1878 年まで暮らした緑の鎧戸のあるピンク色の家

は、現在アルジャントゥイユ印象派の家となっており、

没入型の見学コースと時空を超えた旅を提案してい

ます。当時の様子を再現するマルチメディア演出のお

かげで、特に《アルジャントゥイユのレガッタ》など

の作品が生き生きと蘇ります。

セーヌ河沿いの少し先にあるヴェトゥイユには、モネ

がジヴェルニーに移る前の 1878 年から1881 年まで

住んでいた邸宅があります。最近一般公開されたこ

の家は、画家の生活をシンプルかつ情感豊かに伝え

ています。ここでは経済的に厳しく妻を亡くした場所

でしたが、当時のまま残っている周りの風景は、モ

ネにとって尽きることのないインスピレーションの源と

なり、100 点以上の作品が生み出されました。

最も有名なのは、モネが 1883 年から40 年以上暮ら

したジヴェルニーの家です。忠実に再現された室内

は今でも生活の気配が漂い、さっきまでモネがいた

かのようです。キッチンから寝室、ダイニングルーム、

サロン兼アトリエに至るまで、どの部屋も、画家の私

生活に飛び込むような感覚を味わわせてくれます。

モネが生涯をかけて造り上げたジヴェルニーの庭は、

それ自体がひとつの芸術作品となっており、モネが計

画したとおりに季節ごとに庭が手入れ維持されていま

す。晩年の作品のモチーフとなった「太鼓橋」や「睡

蓮の池」は、現在もなお、変わらぬ魔法のような魅

力を放っています。

3. 画家にインスピレーションを与えた 
風景を巡る 

花咲く田園、セーヌ河岸、海辺や断崖、モニュメン

トや活気あふれる街 。々パリ地方とノルマンディー地

方には、今なお印象派の巨匠によって永遠の命を吹

き込まれた風景があります。モネの足跡をたどること

は、絵画の世界を実際に体験し、制作から1世紀以

上経った今、彼が捉えた雰囲気を感じることでもあり

ます。

例えばマルリーの森や《草上の昼食》の舞台である

フォンテーヌブローの森のようにパリ近郊の制作場所

は多くが保存されており、簡単に訪れることができま

す。

クロワシー・シュル・セーヌにあるラ・グルヌイエー

ルは、19 世紀にパリジャンに愛されたかつてのガン

ゲット* で、印象派初期の二つの重要な作品にイン

スピレーションを与えました。そこは、モネとルノワー

ルが並んで同じ主題を描いた場所でもあります。モ

ネが永遠のものとした川沿いの風景を巡る旅は、ブー

ジヴァル、ルヴシエンヌ、シャトゥー、ルイユ・マル

メゾン、ジャット島へと続きます。

ヴェトゥイユに立つと、モネが対岸のラヴァクールを捉

えた際の視点を、驚くほど鮮明に確認することができ

ます。この体験はラ・ロッシュ・ギュイヨンやヴェルノ

ンまで続きます。ジヴェルニー周辺では、《積み藁》

や《ポプラ並木》の連作に見られる牧歌的な雰囲気

が、かつてと同じ色彩と光の移ろいとともに、今も目

の前に広がります。

アルバートル海岸でエトルタを見ると、モネが荘厳な

断崖を前にした時の感動を追体験できます。断崖は

60 点近くの絵で描かれています。トルーヴィルの海

岸やフェカンの近く、ディエップ周辺でも同じような魔

力に惹きつけられます。例えば《プールヴィルの断

崖の散歩》の中でモネが描いた雰囲気は、今もなお

そこに漂っているようです。

戸外制作の画家であったモネは、牧歌的な風景だけ

を対象にしたわけではありません。都市や歴史の重

みを感じる建造物、都会の喧騒もまた好んだ題材で

した。ルーアンでは、モネが大聖堂広場で荘厳なゴ

シック建築に目を向けたことを追体験し、連作で見事

に捉えられたその雰囲気を感じ取ることができます。

早朝のル・アーヴル港は、《印象・日の出》にイン

スピレーションを与えた独特な光を今もたたえていま

す。

モネはパリの大通りやサン・ラザール駅を描いた作品

の中で、19 世紀末のパリの活気を再現しています。

これらの場所を訪れると、永遠の都パリの躍動と雰

囲気を今なお感じることができるでしょう。

*ガンゲット：川辺にある解放的なカフェ兼ダンスホール

M
ai

so
n 

et
 ja

rd
in

s 
d

e 
C

la
ud

e 
M

on
et

, G
iv

er
ny

 ©
 T

ho
m

as
 L

e 
Fl

oc

M
ai

so
n 

d
e 

M
on

et
 à

 V
ét

he
ui

l ©
 C

la
ire

 V
in

ce
nt

M
ai

so
n 

im
p

re
ss

io
nn

is
te

 A
rg

en
te

ui
l ©

 V
ill

e 
d

'A
rg

en
te

ui
l

B
an

c 
Eu

g
en

e 
B

ou
d

in
, T

ro
uv

ill
e-

su
r-

M
er

 ©
 C

or
al

in
e 

et
 L

eo

Vé
th

eu
il 

@
 B

uc
ho

w
sk

i

ヴェトゥイユのモネの家

アルジャントゥイユ　印象派の家

ヴェトゥイユ トゥルーヴィル・シュル・メールのビーチ

ジヴェルニー、クロード・モネの家と庭
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4. モネの足跡をたどる 

モネを称えることは、彼が作品を生み出した際の創

造的な感情を追体験することでもあります。そのた

め、年間を通じて、訪れる人々が画家と一体となっ

てその気分に浸れるような、多様な体験プログラム

を数多く用意しています。

モネの足跡をたどる旅は、戸外の絵画制作から始ま

ります。エトルタからほど近い、目がくらむような断

崖で、アーティストのソフィー・ジュステが「アルバー

トル海岸でモネのように描く」体験へと誘います。フェ

ルム・サン・シメオンはオンフルールにある19 世紀

末に印象派の画家たちが足しげく通ったホテル兼レス

トランです。ここでは、モチーフを題材にした絵画

入門教室を受けたあと、目にも美しい料理のテーブ

ルを囲み、今度はお皿の中の色彩を楽しめます。

モネは、絵画にとどまらず美食にも深い関心を寄せて

いました。2026 年、美食遺産を称えるため、シェフ、

生産者、レストラン経営者を招き、草上の昼食の楽

しみやモネが残したレシピ帳を現代風に再現する試

みが行われます。

モネ体験のしめくくりに、船上から川と風景を眺めて

みましょう。パリ地方では、セーヌ河の岸辺にあるシャ

トゥー、クロワッシー・シュル・セーヌ、リュエイユ・

マルメゾンから出航するクルーズが数多くあり、船旅

を楽しみながら、画家に大きなインスピレーションを

与えた景色を堪能することができます。

5. 印象派のリズムに乗って、 いつもと違う旅をする 

2026 年、モネとその遺産を深く知る旅に出るなら、

環境に優しい移動手段を利用するのが最も自然です。

印象派の画家たちが 19 世紀にパリ地方やノルマン

ディーを旅することができたのは、鉄道のおかげでし

た。今日でも、当時と同じ区間で毎日多くの列車が

運行されており、パリ（サン・ラザール駅）、ルーアン、

ル・アーヴル、ヴェルノン、ジヴェルニーなど、モネ

ゆかりの地を結んでいます。パリ地方の鉄道網を利

用すれば、シャトゥーをはじめとした、モネが頻繁に

行っていたパリ西側の多くの町を訪れることができま

す。

自転車や徒歩であれば景色はゆっくりと流れていき

ます。印象派の画家たちが大切にしてきた戸外制作

を彷彿とさせる風景を満喫できます。美術館、モネ

が描いた生活の場や風景は、パリとセーヌ河口を結

ぶ「ラ・セーヌ・ア・ヴェロ」を始めとする数多くの

サイクリングロードを通じて今でも訪れることができま

す。このルートでは、巨匠モネや印象派の画家たち

が描いた数々の名所を巡ります。シャトゥーのフルネー

ズ集落、ヴェトゥイユやジヴェルニーの村、ルーアン

とその大聖堂、ル・アーヴル周辺の海岸、そして旅

の締めくくりとなるオンフルール港まで続いています。

最後に、ハイキングや散策もモネの足跡をたどる格

好の手段となります。パリ地方にある「印象派の道」

は、ラ・グルヌイエールからブージヴァル、ルヴシエ

ンヌに至るまで、モネが戸外制作を行った場所へと

誘います。ハイカー向けには、2023 年に開通した

長距離ハイキングコース（GR）「印象派のセーヌ河」

があります。このコースは、シャトゥーからジヴェルニー

までの 128kmを8つのステージで結び、道中では

ヴェトゥイユの教会など、モネにインスピレーションを

与えた風景に次 と々出会えます。また、ノルマンディー

地方では、2020 年に「フランス人が好きなハイキン

グコース」に選ばれたGR®21が、印象派の巨匠が

好んで描いたアルバートル海岸の浜辺や断崖絶壁を

横断しています。
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セーヌ河クルーズ、シャトゥウ付近

フェルム・サン・シメオンの絵画入門

フェルム・サン・シメオンの絵画のような料理

GR21® ハイキングコース、エトルタ～イポール間 シャトゥウでのサイクリング



1514

2026 年、何を記念するのか

1926 年 12月 5日、クロード・モネはジヴェルニー

の自室で息を引き取りました。その傍らには、フラ

ンスの大物政治家であり長年の友人でもあったジョル

ジュ・クレマンソーが寄り添っていました。クレマンソー

は、「モネに黒はふさわしくない。黒は色ではない」

と言い、伝統的な黒い布の代わりに、明るい花柄の

カーテンを取り外して棺にかけたと言われています。

サシャ・ギトリが伝えたこの逸話は、おそらく脚色さ

れたものの、モネの晩年において極めて重要であっ

た二人の友情と、色彩と光の画家としてのモネに対

する認識を如実に伝えています。

モネ没後 100 年と聞いて真っ先に思い浮かぶのは、

40 年以上にわたり飽きることなく庭を描き続け、ジ

ヴェルニーの邸宅に隠棲した「画狂老人」としての

晩年の姿でしょう。しかし、この記念すべき年を祝う

ことは、絵画に捧げられたその全生涯を称えることに

他なりません。モネにおいては、人生と絵画は、私

的な領域と芸術的な領域が混じり合う独自の「地理」

の中で、本質的に結びついているのです。

クロード・モネ：
芸術革命の地理学 

Félicie Faizand de Maupeou 

フェリシー・フェザン・ド・モプー

パリ・ナンテール大学

美術史研究者、印象派研究事業プロジェクトリーダー

クロード・モネの葬儀

©
 G

al
lic

a 
/ 

B
N

F

視覚の修練：ル・アーヴルからパリへ

1840 年にパリで生まれ、ル・アーヴルで育ったモ

ネは、幼い頃から芸術的才能を発揮し、空の画家ウ

ジェーヌ・ブーダンによって、その才能を見出され、

戸外での風景画制作へと導かれました。故郷ノルマ

ンディーを離れたモネは、1860 年代、当時芸術の

世界的な中心地であったパリへ出ることで、芸術家と

してのキャリアをスタートさせます。そこでバジール、

ルノワール、シスレー、ピサロ、セザンヌといった若

い芸術家たちと出会います。彼らは、世界のありの

ままの姿を表現したいという同じ情熱と意志に突き動

かされ、自然の光と変貌しつつある社会の現代性を

捉えるために、外へと飛び出しました。しかし、硬

直化した美術界において人々の嗜好を変えることは容

易ではなく、モネの滑り出しは困難なものでした。

苦難の船出

作品を発表できる唯一の場所であったサロン（官展）

に当初は受け入れられたモネでしたが、その大胆な

美的表現ゆえに、ほどなく審査員から拒絶されるよう

になり、サロンへの道を閉ざされてしまいます。

一般大衆に作品を見せる新たな手段を見つける必要

に迫られたモネは、当初からの仲間たちに加え、ドガ、

カイユボット、モリゾ、そして後にはカサットらを迎え

入れ、グループ展を立ち上げます。モネは 8回開催

された印象派展のうち5回に参加しました。そして、

1874 年の第 1 回展に出品された作品《印象・日の

出》こそが、「印象派」という言葉が生まれるきっか

けとなりました。当初は冷やかしで使われたこの言

葉はやがて受け入れられ、運動そのものの名称とな

りました。

しかしこうした取り組みもモネが求める評価をもたら

すには至らず、当時の生活状況は不安定なままでし

た。画家は債権者から逃れるために、定期的な引越

しを余儀なくされました。

最初はパリに居を構えましたが、その後、セーヴル、

ボニエール・シュル・セーヌ、ブージヴァルのサン・

ミッシェル地区で過ごし、さらにアルジャントゥイユ、

そしてヴェトゥイユに移りそこには比較的長く滞在しま

した。このヴェトゥイユで、1866 年にモデルだった

妻カミーユ・ドンシューと出会い、1867 年にジャン、

1878 年ミシェルの二人の息子を授かりましたが、妻

は 32 歳の若さで亡くなりました。その後ポワシーに

短い間滞在し、1883 年にジヴェルニーに移り、そこ

で亡くなるまで過ごしました。

クロード・モネ《印象・日の出》1872 年　パリ　マルモッタン・モネ美術館蔵
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クロード・モネ《死の床のカミーユ》 1879 年、1963 年カティア・グラノフ夫人
による寄贈、パリ　オルセー美術館蔵
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クロード・モネ《ジヴェルニーの画家の庭》1900 年
寄贈　1983 年　パリ　オルセー美術館蔵

クロード・モネ《トルーヴィルのロシュ・ノワール・ホテル》1870 年、1947 年ジャッ
ク・ラロッシュによる用益権留保付き寄贈、パリ　オルセー美術館蔵
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名声を確立する

パリから徐 に々遠ざかっていったとはいえ、首都は依

然としてモネの制作にとってインスピレーションの源で

あり続けるだけでなく、キャリア構築や作品展示の場

所でした。また変革の真っ只中にある美術界では、

伝統的な体制が新たな担い手である画商、批評家、

収集家によって取って代わられつつあり、業界の重要

人物と会う場所でもありました。

時代の変化を誰よりも敏感に感じ取っていたモネは、

変革を好機と捉え、ネットワークを構築しました。

1870 年のロンドン亡命時代に出会った画商デュラン・

リュエルからの支援を取り付け、さらに個人収集家や

批評家たちを味方につけました。

グループとしての勢いを享受した後 1880 年以降、

モネは仲間とのつながりは生涯保ちつつも、展覧会

や販売に関して個別戦略を展開するようになります。

その後も数年は依然として厳しい状況が続きました

が、愛好家の輪は広がりを見せ、成功は確かなもの

となっていきました。

パリ地方とノルマンディー地方の間で、 
画題を追い求めて

モネがキャリアを築いた場所はパリでしたが、インス

ピレーションを得た場所は、パリ近郊、セーヌ河沿い、

ノルマンディーとより広範囲に及んでいました。

芸術的才能を開花させたこの地特有の移ろいやすい

空の下で、モネは海や田園の風景に絶えず立ち返り、

それらを描き続けました。彼は海岸線をくまなく歩き

回り、初期にはまずセーヌ河口を訪れました。そこで

サンタドレスやトゥルーヴィルといった最初のビーチリ

ゾート地で休暇を楽しむブルジョワ社会を描いていま

す。

より野性的な自然を求め、その後はディエップまで海

岸線を北上し、道中でフェカン、プールヴィル、エト

ルタの断崖に立ち寄りました。他の地方や外国へ何

度か足を運んだものの、モネのインスピレーションの

源は、一貫してセーヌ河沿いにありました。

野外アトリエ

モネは、数週間単位で絵画制作に専念するノルマン

ディーでの生活と、象徴的なサン・ラザール駅など

を始めとする近代性を探求するパリでの生活を交互

に送っていました。また、パリ近郊に居を構えてから

は、その場所を拠点に周辺をくまなく探索しました。

周辺の田園地帯を歩き回り、季節や時間、天候を問

わず、野原やセーヌ河沿いにイーゼルを立てました。

彼の生活の場こそが、モネにとって最初の野外アトリ

エだったのです。

アルジャントゥイユ周辺で選んだ風景の中には、自然

だけでなく、橋や列車、水遊びといった、自然を変

貌させる近代化の兆候も熱心に描きました。また、

モネはジヴェルニーの庭を描く以前には、ヴェトゥイ

ユの庭も好んでモチーフにしていました。1880 年の

冬、セーヌ河の氷が砕けて流れ出す様を描いた《氷

解》に、妻を喪った苦しみを反映させました。

連作を描く

モネが同じ画題を同一のアングルと構図で何度も描く

連作の技法を完成させたのも、自宅のあるジヴェル

ニー周辺でのことでした。《積み藁》や《ポプラ並木》

そのものを描くことよりも、刻 と々移ろいモチーフを変

容させる光を捉えようとしたのです。モネは 1890 年

代以降、《ルーアン大聖堂》のファサードをほぼ連作

技法のみで 30 回以上描いています。

一人で描き、賑やかに暮らす

若い頃のモネは、フォンテーヌブローの森ではバジー

ルと、セーヌ河畔の行楽地《ラ・グルヌイエール》

では、ルノワールというように仲間たちと一緒に絵を

描いていましたが、ほどなく一人で制作することを好

むようになりました。仕事では孤独であるのと対照的

に、モネは再婚して大家族となり充実した社交生活

を送っていました。最初の妻を亡くした後、モネはア

リス・オシュデと暮らし始めたのです。アリスには、

モネのパトロンであったエルネスト・オシュデとの最

初の結婚でもうけた 6人の子供がいました。そのお

かげでジヴェルニーの家は賑やかで、友人を招いて

美味しい食事を共にし、モネが情熱を注いで手入れ

した庭を共に楽しみました。

クロード・モネ《サン・ラザール駅》 1877 年、1896 年ギュスターヴ・カイユボッ
ト遺贈、パリ オルセー美術館蔵
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クロード・モネ《プールヴィルの断崖の散歩》 1882 年、シカゴ美術館蔵

クロード・モネ《アルジャントゥイユの橋》 1874 年、1937年アントナン・ペルソナー
遺贈、パリ、オルセー美術館蔵
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クロード・モネ《ルーアン大聖堂、正面とアルバーヌ塔、
曇りの時間》 1894 年、ルーアン美術館蔵
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クロード・モネ《ヴェトゥイユの画家の庭》 1883 年、ワシントン・ナショナル・ギャ
ラリー蔵

クロード・モネ《積み藁、夏の終わり》 シカゴ美術館蔵

印象派に特化した 
デジタルプラットフォーム

パリ・ナンテール大学が主導する印象

派研究事業で、印象派の歴史と文化・

遺産・学術的な情報に特化したリソー

スを提供するデジタルプラットフォーム

を開発しました。本プラットフォームは、

愛好家から専門家まで幅広い層を対象

とし、印象派に関する知識の拡充と普

及を目的としています。

impressionnismes.fr

https://impressionnismes.fr/
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庭園から美術館へ：総合芸術作品

モネは移住してすぐ、大がかりな庭の改修工事に取

り掛かり、拡張した池に睡蓮を植え、所有地につな

げました。絵画と同じやり方で設計、構成した庭を、

絵の主要なモチーフとしました。中でも《睡蓮》の

池を40 年以上精力的に描き続け、最終的に巨大パ

ネルを含む 250 点以上となる、最も大規模な連作を

完成させました。

特定の行き先も決まらぬまま、アトリエでひっそり描

き始められた連作は、第一次世界大戦末に日の目を

見ることになります。

仏独間の休戦協定が結ばれた後、モネはクレマンソー

に手紙を書き、パネル画のうち2 点をフランスへ寄

贈することを申し出ました。寄贈が増え、パリのオラ

ンジュリー美術館の大装飾画を形成するに至ります。

モネの晩年は巨大な作品群の完成に費やされまし

た。彼は、鑑賞者を水面が織りなす光景の中心に置

くという、比類のない空間演出の展示構成を自ら考

案しました。

時間をかけて築かれた成功

モネは自分の絵を手放せず、死後になって初めて絵

画はジヴェルニーを離れることになりました。1927

年 6月のオランジュリー美術館の開館は、ほとんど注

目を集めることはありませんでした。今でこそ、モネ

は世界で最も有名な画家の一人であり、その作品は

美術史上最も有名なものの一つですが、1920 年～

1950 年代に印象派が流行遅れとされた時代があった

ことを想像してみてください。

第二次世界大戦後、アメリカの抽象表現主義の流れ

を受けて、印象派は最初の復活を遂げます。ジャク

ソン・ポロック、ウィレム・デ・クーニング、ジョアン・ミッ

チェルの絵画を見ることによって、モネの晩年の作品

が持つ現代性がようやく理解されるようになったので

す。

その後 1980 年代に開催された大回顧展で、モネと

その仲間たちは再び脚光を浴びるようになりました。

2010 年以降、グラン・パレで新たにモネ回顧展が

開催され、印象派の父の人気は衰えることを知らず、

新たな視点やアプローチによって、モネの生涯と作品

に対する私たちの理解は新たな段階へと進んでいま

す。

空間を超えて

モネ存命の時代から、アメリカを始めとした外国の

おかげで、モネは国際的に活躍するようになります。

モネと画商デュラン・リュエルが普仏戦争時に亡命し

たため、ロンドンでは 1870 年からモネの作品を見る

ことができました。しかし、海峡の向こうの “隣国”

であるイギリス側の美術界とは競合関係により、この

市場にモネ作品が浸透することはありませんでした。

デュラン・リュエルは、印象派画家のフランスでの成

功を諦め、1886 年渡米を決意します。モネとその

仲間たちは、アメリカで多くの絵画を購入する裕福な

実業家たちから支援を受けました。その時の絵画は

現在多くのアメリカの美術館コレクションの中核をなし

ています。

海外へ回り道をしてようやくヨーロッパでモネは人気

となりました。1890 年代以降、ヨーロッパの主要都

市で人気となりました。ドイツでは、フリッツ・グルリッ

トやパウル・カッシラーといった画商が認知度を高め

るために尽力しました。イタリアでは、ド・ニッティ

スやザンドメネギといった印象派のスタイルを取り入

れた在外芸術家たちのサークルを通じてモネの成功

は築かれ、その後、20 世紀初頭により広く浸透して

いきました。

日本はモネと二つの側面で対話関係を育みました。

まず、モネは浮世絵の熱心な収集家であり、そのコ

レクションは今もジヴェルニーの家で見ることができ

ます。彼は、美的観点と図像学的観点の双方から日

本の芸術に触発されました。他方、それに応じるよ

うに、日本の西洋美術収集家たちもモネの絵を購入

し、そのほとんどがジヴェルニーの自宅を訪れて作

品を入手しています。

モネが長生きし、旺盛な創作活動を続けたことによ

り、彼の作品は世界中に広く普及しました。世界の

名だたる美術館に所蔵され、人々の記憶に深く刻ま

れた普遍的な文化となっています。ただ本質的に深

く結びついているのは、光と風景、そしてモネの生

活そのものが今も溶け込んでいるパリ地方とノルマン

ディー地方なのです。

パリ・ナンテール大学は、「印象派デスティネー

ション契約」との提携により、大学パートナー

シップ財団の後援のもと、印象派に関する研

究の発展と価値向上に特化した国際研究事業

を主導しています。同事業の独自性は、学術

界、文化機関、観光事業者が連携し、印象

派に関する新たなコンテンツの制作と知識の普

及を促進することにあります。

2020 年に完全オンライン開催、2024 年にオ

ルセー美術館との共催で、2度の国際シンポ

ジウムを経て、2026 年の夏には、芸術の地

とその遺産をテーマに、サマースクールが開催

されます。

世界中から集まる約 20 名の若手研究者が、

パリからル・アーヴルまでのセーヌ河沿いを巡

り、印象派にインスピレーションを与えた風景

や作品を所蔵する美術館を訪れ、自然・芸術・

無形遺産を現在守り続けている専門家たちと交

流する予定です。

サマースクール

クロード・モネ《睡蓮》 1916–1919 年、1966 年ミシェル・モネ遺贈、パ
リ　マルモッタン・モネ美術館蔵
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美術館蔵

©
 A

g
en

ce
 d

e 
b

tv



2120

美食家だけでなく
食道楽でもあったモネ 

記録の中で、何が一番印象的ですか。

モネの旺盛な食欲に衝撃を受けました。昔から家族の

歴史に興味があり、思春期の頃はよくジヴェルニーの

家の引き出しを探っていました。モネとの共同生活の

後に結婚したアリス・オシュデは、私の曾祖母にあたり

ます。祖母の結婚式（1902年）と母の結婚式（1926

年）のメニューを見つけたのですが、どちらにも睡蓮

の池の写真が載っていました。フォアグラ、エクルビス

のフラン、煮込み料理、子羊の肩肉という具合に料理

が8品も並んでいました。とんでもない量です。 モネ

は美食家であると同時に食道楽でもあったのです。

モネの人生で 「食」 はどう位置づけられていた
のでしょうか。

モネは若い頃裕福ではなく、アルジャントゥイユ時代

はジャガイモばかり食べていました。 ジヴェルニーで

名声を得てから、美食の楽しみに目覚めたのです。

料理は、リモージュ焼きの皿や非の打ちどころのない

食卓、細部への鋭い感覚によって成り立つ「アール・ド・

ヴィーヴル（生活の美学）」となりました。これには

上流ブルジョワ階級出身のアリスの影響が大きく、彼

女がモネに洗練された文化の手ほどきをしました。

食事に関するルーティンはあったのでしょうか。

すべてモネの仕事に合わせていました。朝食は 6時

で、驚くことに、アンドゥイエットと白ワインが出され

ました。昼食は 11 時半きっかりで、第一次世界大

戦中、私の母は食事の時間に間に合うように学校を

早退したほどです。夕食は 19 時でした。その厳格

な時間が、家庭生活のリズムを刻んでいました。

ジヴェルニーの食卓はどんな雰囲気でしたか。

 採光のために黄色く塗られたダイニングルーム、青

い食器戸棚、暖炉があって、テーブルクロスが敷か

れた食卓に、クリスタルグラス、銀食器、「モネ・ブ

ルー」の縁取りが施された皿が並んでいるところを

想像してみてください。アリスと子供たちはそこで食

事をし、木曜日と日曜日には大家族が合流しました。

友人たちも頻繁に招かれました。ルノワール、セザ

ンヌ、ジャーナリストのミルボー、美術評論家のジェ

フロワ、もちろん、大物政治家でありモネの忠実な

友であったクレマンソーの姿もありました。たっぷりと

振る舞われる料理を囲んで、芸術と歴史が交じり合っ

ていたのです。

皆で食卓を囲んだ時のエピソードを教えてくだ
さい。

母は子供の頃、モネやクレマンソーと一緒に夕食を取

ることがありました。母は、クレマンソーが湿疹のせ

いでグレーの手袋をはめたままスープを食べていたこ

とを覚えていました。モネは毎年、ゴンクール・アカ

デミーのメンバーを招待していました。食卓は、友

情と喜びを分かち合う場所でした。

モネを最もよく表しているレシピは何でしょうか。

では、コース仕立てで「モネのメニュー」を説明し

てみましょう。前菜は、ウフ・ベリションです。卵黄

を生クリームとパセリで和え、オーブンでグラタン風

に焼いたものです。メインは生クリームとほうれん草

を交互に重ねた舌平目のフィレンツェ風です。次はサ

ラダで、ドレッシングはモネのお手製で、辛味と見た

目の美しさからナスタチウムの花を添えます。締めの

デザートはお気に入りのサクランボのクラフティです。

モネは「絵を描く」ように「食べる」人でしたか。

有名な《草上の昼食》や、肉の塊、目玉焼きといっ

た家族の食事風景を除くと、食べ物を描くことはほと

んどありませんでした。ただサラダのナスタチウムの

色や焼き上がりの黄金色、食器の色合いなど色と光

は、食の在り方に深く影響していました。料理からイ

ンスピレーションを受けるというより、日常において高

い美意識の持ち主でした。

戸外制作していたモネは、ピクニックもお好き
だったようですね。

ピクニックは家庭生活の一部でした。1900 年代、車

に夢中だったモネは、家族全員を連れてジヴェルニー

近郊にあるガイヨンのレースへよく出かけました。フォ

アグラに上質なワインと用意周到で一切の妥協があり

ませんでした。絵が思うように描けない時は、気分

転換に 200km 離れたラモット・ブーヴロンにあるタタ

ン姉妹の店へ車を飛ばし、有名なタルト・タタンで癒

されていました。パリでは、牡蠣目当ての店「プル

ニエ」などお気に入りの店がありました。また、ロン

ドン滞在の思い出であるスコーンやビスケットといっ

たイギリスの美食も好んでいました。

今モネに料理を作るとしたら何にしますか。

メレンゲを作るでしょうね。私がジヴェルニーで画廊

を開いたとき、展覧会のオープニングのために何百

個ものメレンゲを用意したのです。小さくて食いしん

坊の心をくすぐるこのお菓子は気に入ってもらえると

思います。

Philippe Piguet
フィリップ・ピゲ

インタビュー

クロード・モネの義曾孫にあたる美術評論家のフィリップ・ピゲ氏は、

家族に残された料理の記録をもとに、『モネの食卓 À la table de Monet』（2010年）を出版しました。

画家と美食の関係について語ってくれます。
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ジヴェルニー、自宅のダイニングルームのモネ

ジヴェルニーのモネの家、ダイニングルームフィリップ・ピゲの祖母 ジェルメーヌ・オシュデの結婚式で供されたメニュー
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特別プログラム 

2026 年 3月より、ノルマンディーとパリ地方に広がる「印象派を巡る旅」の全域で、

モネとその遺産を称える100 以上のイベントが開催されます。

大規模な展覧会では、彼がアカデミズム芸術と決別した初期の作品から、

後に数多くの芸術家に影響を与えた連作に至るまで、画家の全時代に焦点を当てます。

特に、ノルマンディー印象派フェスティバルで発表される現代アート作品には、

モネの強い影響が見られるでしょう。

他にも、ワークショップ、見学ツアー、散策、クルーズ、ハイキング、講演会、スペクタクル、ピクニックといった

多彩なプログラムが展開され、没後 100 年をさまざまな形で記念します。

ユニークな展覧会 

モネと時間

MONET ET LE TEMPS

2026年9月29日～2027年1月25日
パリ　オランジュリー美術館

オランジュリー美術館では、この記念すべき年を祝し

て、モネの作品と時間との関係に焦点を当てた展覧

会を開催します。

モネは、印象派グループ展への参加はわずか 5回に

とどまるものの、1870 年代以降、印象派の代表的

な画家とみなされてきました。 戸外制作、素早い筆

致、明るい色彩、一瞬の印象といった特徴を持つモ

ネの作品は、すぐに「新しい絵画」と見なされるよ

うになりました。1890 年代に入ると、《ルーアン大

聖堂》、《積み藁》、《ポプラ並木》といった連作の

中で時間の経過を探求し、研究を重ねます。それが

集大成とも言える《睡蓮》につながり、連作に見ら

れた時間の断片化という難題を乗り越え、連続した

壁画群を作ることで、時間と空間が融合する没入的

な世界を実現しました。

オルセー美術館とマルモッタン・モネ美術館のコレク

ションを中心に、フランス国内外のパブリック／プラ

イベートコレクションからの貸与作品を含む約 40 点の

モネの絵画を厳選し、特に《睡蓮》の作品群に焦

点を当てながら、異なる時期を取り上げます。本展

は、客観的な視点で様々な研究分野を結びつけなが

ら斬新な切り口で、没後 100 年を経た今もなお大き

な影響力を持つ作品を見つめ直す機会となります。

《睡蓮》の壁画群を擁するオランジュリー美術館で、

モネの晩年の作品に焦点を当てた展覧会が開催され

るのは、極めて自然な成り行きです。1952 年にアン

ドレ・マッソンが「印象派のシスティーナ礼拝堂」と

称したこの唯一無二の建物は、モネの晩年期の偉業

を象徴する場所です。この空間は、作品のために完

璧な環境として構想された証であり、巨大な連作《睡

蓮》を締めくくる到達点なのです。

マルモッタン・モネ美術館および 
パリ芸術アカデミーによる特別協力
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クロード・モネ《ルーアン大聖堂、正面とサン＝ロマン塔、朝の効
果》 1893 年、1911 年イザック・ド・カモンド伯爵遺贈、オルセー
美術館蔵

クロード・モネ《ルーアン大聖堂、正面とサン＝ロマン塔、まばゆ
い日光》 1893 年、1911 年イザック・ド・カモンド伯爵遺贈、オル
セー美術館蔵
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クロード・モネ《ルーアン大聖堂、正面、朝の太陽》 1893 年、
1911 年イザック・ド・カモンド伯爵遺贈、オルセー美術館蔵

オランジュリー美術館
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風景画の歴史、 モネからホックニーまで （1890 年から 2025 年）

HISTOIRES DU PAYSAGE DE MONET À HOCKNEY  
(1890 -  2025)

2026年9月24日～2027年1月31日
パリ　マルモッタン・モネ美術館

モネを称え、世界初となったモネコレクションを所蔵する同美術館では、1890 年

から現代までの風景画の芸術に焦点を当てた特別展を開催します。19 世紀の隆

盛期から現代の再解釈まで風景画の変遷をたどる本展では、印象派の巨匠の作

品を20 世紀と21 世紀の芸術家の作品と対比させながら紹介します。

M
us

ée
 M

ar
m

ot
ta

n 
M

on
et

 ©
 J

ul
ie

tt
e 

JN
SP

C

睡蓮の前にモネが見つけたジヴェルニー、 

1883 年～ 1890 年

AVANT LES NYMPHÉAS. MONET 
DÉCOUVRE GIVERNY, 1883-1890

2026年3月27日～7月5日
ジヴェルニー印象派美術館

本展では、モネがジヴェルニーで新しい環境を探求

した、その基盤となる数年間に注目します。ヒナゲシ、

ポプラ、草原や丘、エプト川やセーヌ河の流れなど、

画家は、雨や霧、太陽や雲によって形作られたその

地形そのものに親しんでいきました。このたび集めら

れた作品群は、制作の地であるジヴェルニーに帰還

し、来場者を特別な体験へと誘います。それは、展

示室でモネの視点から描かれた風景を鑑賞し、その

後、美術館の周辺を散策することで、今日の姿のま

まのその風景を実際に辿るというものです。

ル ・アーヴルのモネ 

MONET AU HAVRE

2026年6月5日～9月27日
ル・アーヴル　アンドレ・マルロー近代美術館

（MuMa）

モネの若き日 に々焦点を当てる前例のない展覧会とな

ります。対象となる期間は、家族がル・アーヴルに

移住した 1845 年からパリで第 1回印象派展が開催

された 1874 年までです。本展のために集められる

80 点の作品が、モネとその作品にとって決定的となっ

た時期を紐解きます。印象派の先駆者であるブーダ

ンやヨンキントの影響を受け、写真技術に強い関心

を持っていたモネは、セーヌ河口で風刺画、静物画、

モチーフのスケッチ、海景画の連作といった、最初

の実験的な試みを行いました。

早くからノルマンディーのパトロンに支えられたモネ

は、定期的に滞在するパリで芸術的探求を続け、未

来の印象派の画家と出会うことになります。

C
la

ud
e 

M
on

et
, J

ar
d

in
 e

n 
fle

ur
s,

 à
 S

ai
nt

e-
A

d
re

ss
e,

 v
er

s 
18

66
 ©

 R
M

N
-G

ra
nd

 P
al

ai
s 

(M
us

ée
 d

’O
rs

ay
) /

 H
er

vé
 

Le
w

an
d

ow
sk

i

C
la

ud
e 

M
on

et
, C

ha
m

p
 d

e 
co

q
ue

lic
o

ts
. E

nv
ir

o
ns

 d
e 

G
iv

er
ny

 (d
ét

ai
l),

 1
88

5.
  

Pa
ris

, m
us

ée
 d

’O
rs

ay
, e

n 
d

ép
ôt

 a
u 

m
us

ée
 d

es
 B

ea
ux

-A
rt

s 
d

e 
Ro

ue
n

クロード・モネ《ひなげし畑（ジヴェルニー周辺）》部分、1885 年、オルセー美
術館蔵（ルーアン美術館へ寄託中）

パリ、マルモッタン・モネ美術館 クロード・モネ　《サント＝アドレスの花咲く庭》1866 年頃
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2026 年はクロード・モネの没後 100 年となる節目の

年。とくにノルマンディーでは大きな意味を持ってこ

の年を迎えます。なぜならば、印象派の巨匠がジヴェ

ルニーで 42 年間を過ごしノルマンディーでは大きな

意味がある記念の年となります。なぜかというと、印

象派の巨匠がジヴェルニーで 42 年間を過ごし、後

に平和への頌歌となる現代性と自然観の集大成、い

わばマニフェストを世に送り出した地だからです。ま

た、ノルマンディーは、ル・アーヴル、ジヴェルニー、

ルーアン、セーヌ河流域に至るまで、モネが天才

へと成長するのを見届けた地だからです。ノルマン

ディーこそ、モネの生命線なのです。

特別エディションにふさわしく、現代を代表する偉大

な芸術家や新世代の芸術家をフェスティバルに招待し

ます。歴史に名を刻む現代の巨匠が、今の国際的

なスター（日本、中国、オランダ、ドイツ、デンマー

クなど）やフランスの新たな芸術家と共に印象派の

根幹をなすテーマ、庭を題材に作品を発表します。

ジヴェルニーにある完璧で幻想的なモネの庭は、モ

ネの絵画を抽象芸術へと、美術史を近代性へと決定

的に押し上げました。2026 年のノルマンディー印象

派フェスティバル 特別エディションは、庭というテー

マを讃える場となります。本テーマは次のような普遍

的な問いへと広がっていきます。すなわち、内なる

空間と外に向かう空間、開放と閉鎖、制御された自

然と自由な自然、世界との再結合と自己への退避、

地政学・歴史との関係、抵抗の場としての空間と詩

情に満ちた “内なる小宇宙” としての空間——こうし

た相反する概念が折り重なる場として。

2024 年フェスティバルの大成功に続き、幅広い観客

が美術館や自然豊かな公共空間、ノルマンディーの

豊かな遺産の地で楽しめる、壮大かつ野心的な企画

が展開されます。

泥土の記憶　～ モネへのオマージュ

MÉMOIRE DE LIMON - 
HOMMAGE À MONET

2026年5月16日〜12月5日
ヴェルノン　 

ブランシュ・オシュデ＝モネ美術館

フランス現代アートの第一人者であるリオネル・サバ

テは、記憶を持つ有機素材を使って作品を制作して

います。モネ没後 100 年を記念し、彼は睡蓮の池

の浚渫（しゅんせつ）作業の際に回収された泥土を

使うことにしました。顔料として再生された泥土は、

シルクスクリーンを通して物理的にモネの記憶とお気

に入りのモチーフである池の記憶を伝えます。

ノルマンディー 
印象派フェスティバル　 
特別エディション 

ルーアン駅では到着した旅人を巨大な映像インスタ

レーションで迎え、ノルマンディー全域へと広がる、

芸術的で詩情あふれる旅の幕開けを告げます。5月

29日から9月27日まで、ルーアン、カーン、ル・アー

ヴル、ドーヴィル、オンフルール、ヴェルノン、モン・

サン・ミシェルなど、ノルマンディー各地で、様々な

感性を持つ来場者に対し、視覚芸術、音楽、映画、

ダンスといった分野で 60 のイベントが開催されます。

もちろん日本はプログラムの中で特別な位置を占めま

す。モネに敬意を表する上で、巨匠に多大な影響を

与えた国を招待しないわけにはいきません。手法が

異なる日本人有名アーティストの 2 人が、印象派の

巨匠に情感豊かにオマージュを捧げます。中谷芙二

子氏はモネが絵画を学んだオンフルールで霧の彫刻

を展示し、蜷川実花氏はルーアンとその大聖堂をラ

イトアップします。2024 年はボブ・ウィルソン氏が招

かれましたが、2026 年は蜷川実花氏がそのポップ

な世界観でルーアンにある印象派の象徴的な場所を

彩ります。

モネに触発されたノルマンディー全域が、自然と再び

つながり、牧歌的で内省的なひとときを過ごすよう呼

びかけます。それこそがノルマンディー印象派フェス

ティバルなのです。地方全体ほどの規模で「実現可

能な庭」を提案し、人類が最も得意とする美しい行

為、すなわち「称賛し、夢見、分かち合う」ことに

基づいた、より良い世界の種を蒔くこと、それこそが

フェスティバルの目的なのです。

ノルマンディー印象派フェスティバル

総合ディレクター兼アート・ディレクター

Philippe Platel  
フィリップ・プラテル
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2026年5月29日～9月27日
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LA NATURE N’EST PAS UN DÉCOR 
自然はただの背景ではない 

2026年5月9日～10月18日 

イエール　カイユボットの家

カイユボットの家の展示スペースでは、モネの作品に

呼応する形で、7名の現代アーティストを招き、「風景」

というテーマを再解釈します。

MAISON BERTHE MORISOT 
ベルト・モリゾの家

2026年5月から 

ブージヴァル

この展覧会では、ベルト・モリゾ、クロード・モネ、

ブランシュ・オシェデ・モネという3名の芸術家の作

品を通して、「緑」「水面（波）」、そして「光」を

響き合わせ、輝かしい三者の対話（トリローグ）を

創り出します。

FESTIVAL LUMIÈRES IMPRESSIONNISTES 
印象派の光フェスティバル 

2026年9月10日～12日 

シャトゥー　フルネーズ集落　

印象派の聖地であり、画家に大きなインスピレーショ

ンを与えてきたフルネーズ集落では、印象派の光フェ

スティバルが毎年開催されます。本年は、家族や友

人と一緒に楽しめるよう、音と光のインスタレーショ

ン、舞台芸術、展覧会、イルミネーションを組み合

わせた新たなナイトイベントで、モネの世界観にオ

マージュを捧げます。

パリ地方　セーヌ河沿い

2026年4月～10月 

アルジャントゥイユ、シャトゥー、 

リュイユ・マルメゾン、ブージヴァル

セーヌ河沿いの都市の観光局は、モネとその遺産に

目配せするアクティビティを提案します。リュイユ・マ

ルメゾンでは、展覧会、芸術や河川にちなんだアク

ティビティ、ガイドツアーが予定されています。また、

全域で開催される厳選イベント 

アルジャントゥイユ、シャトゥー、ブージヴァルでは、

巨匠とその作品の足跡をたどる料理イベント、ガイド

ツアーやワークショップ、徒歩や自転車での散策、ク

ルーズなどが開催されます。

モネの家のオープン

2026年春 

ヴェトゥイユ

モネ没後 100 年を記念して、モネが 1878 年から

1881年までヴェトゥイユで暮らした家が一般公開され

ます。常設展示を通して、モネのキャリアを決定づけ

た時期と深く結びついたこの地での暮らしと、彼の着

想源となった場所を発見し、モネの世界を追体験し

ます。

ジヴェルニー周辺 

2026年1月～12月 

ジヴェルニー、ヴェルノン、 ポーズ

ジヴェルニーとヴェルノン周辺の観光局を統合してで

きた「ヌーヴェル・ノルマンディー観光局」では、1

月～ 3月、11月～ 12月にかけ、ジヴェルニーからヴェ

ルノンまでのガイド付きハイキングツアー「印象・冬

の陽 Impressions Soleil d’hiver」を打ち出します。

セーヌ河沿いの丘陵地帯を歩くこのツアーの特徴は、

冬の落ち着いた雰囲気の中、特別な光と天気のもと、

画家が愛した風景を再発見することです。 6月から

はジヴェルニーを五感で楽しむツアー、セーヌ河ク

ルーズと芸術散策が、100 周年記念イベントに加わ

ります。

ユール県のプログラムでは、ジヴェルニーから近い小

さな町ポーズで、野外展覧会「モネとユール県、芸

術、自然、土地の交差する視線 Monet et l’ Eure : .

regards croisés entre art, nature et territoire」が

開催されます。展示される複製画が、芸術家に多大

なインスピレーションを与えた風景が今も生き続け、

絶えず変化し続けていることを思い起こさせます。 

文化、スポーツ、環境に関するイベントも開催され、

モネとこの土地とのつながりをさらに探求することが

できます

ルーアン

ルーアン観光局は 2026 年意欲的なイベントを企画し

ています。プログラムの目玉となるのが「箱の中の

印象派」という都市型ラリーで、宝探しゲームと文

化遺産を巡るツアーを組み合わせた企画であり、家

族連れが印象派の巨匠たちの足跡をたどりながら街を

（再）発見するよう誘います。テーマ別ツアー、散

策やクルーズ、ワークショップ、印象派の文化ジョギ

ングといったスポーツ体験など、誰もが自分なりの方

法でモネを称えることができるでしょう。

2026 年印象派その他関連ニュース 

RENOIR ET L'AMOUR
ルノワールと愛
2026年3月17日～7月19日　パリ オルセー美術館

RENOIR DESSINATEUR
ルノワール、 デッサン作家 
2026年3月17日～7月5日　パリ オルセー美術館

MARY CASSATT. LE CHOIX
DE L’INDÉPENDANCE
メアリー・カサット  独立の選択 
2026年10月6日～2027年2月7日　 

パリ オルセー美術館

ALBERT LEBOURG
アルベール・ルブール 
2026年9月～2027年4月　ムードン芸術・歴史博物館

セーヌ河口

2026年1月～12月 

オンフルール　フェルム・サン・シメオン

多くの芸術家や印象派画家を迎えたこの農園兼ホテ

ルで、絵画教室、モネの絵にインスパイアされた美

食体験、講演会などで画家の遺産を称えます。

アルバートル海岸沿い 

2026年2月～10月 

ディエップ城博物館

2026 年、城博物館ではモネと印象派に焦点を当て

たプログラムが発表されます。講演に加えて、演劇、

ダンス、音楽、ボディペインティングを融合した「印

象派たち」というショーが開催されます。モリゾ、ゴ

ンザレス、カサット、ブラックモンと一緒に女性によ

る絵画革命にスポットをあてます。

他にも多くのイベントが 
サイト上で検索できます。 
IMPRESSIONISTADVENTURES.COM
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ルーアン大聖堂

シャトゥ―、印象派の光フェスティバル
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印象派は、その誕生と発展の地であるノルマンディー

とイル・ド・フランス（パリ地方）の二つの地方と

切り離して考えることはできません。パリとノルマン

ディー海岸の間で生まれたこの芸術運動は、主要な

芸術潮流であるだけでなく、今日では観光誘致の柱

となっています。

共通遺産を背景に、現在両地方では「印象派を巡る

旅 Destination Impressionniste」が形成され、世

界的に有名な画家たち（モネ、ルノワール、ピサロ、

モリゾ、ドガ、シスレー、カイユボットなど）が遺し

た観光・文化遺産を熱心に保護しています。

イル・ド・フランス（パリ地方）とノルマンディー地方

には、美術館、画家の家、インスピレーションの源

となった風景など、50 以上の印象派関連スポットが

存在します。年間 700 万人を超える人が関連サイト

を訪れており、フランス国内そして国際的にも最も有

名な芸術運動である印象派の影響力の大きさを裏付

けています。

この動きを強化するために、2014 年から「ノルマン

ディー ＝ パリ・イル・ド・フランス　印象派デスティ

ネーション」 契約に基づく組織的な地域間協力体制

が敷かれています。この取り組みには、各印象派ス

ポットや地域と共に、国、両地方、ノルマンディー地

方観光局、パリ・イル・ド・フランス地方魅力庁が参

画しています。

これらの団体は印象派デスティネーションを、強烈な

体験ができる素晴らしい目的地にし、「印象派を巡る

旅」を知名度の高い強力な観光ブランドにするという

強い決意を持っています。

その目指すところは、イル・ド・フランスとノルマン

ディーを、印象派の画家たちの足跡をたどり、素晴ら

しい美術館で作品を鑑賞できる唯一の地とすることで

す。

これらの素晴らしい観光素材については、 impres-

sionistadventures.com や関連するSNSでご覧い

ただけます。「印象派を巡る旅」の入り口となるこの

サイトでは、美術館や画家の家だけでなく、風景、

モデルコース、レストラン、印象派に関連した珍しい

体験の数 を々幅広く紹介しています。

 
 
impressionistadventures.com   

当団体について 

編集：
ラファエル・ギュー／ Choose Paris Region 
ナタリー・ルセール／ 「ノルマンディー ＝ パリ・イル・ド・フランス　印象派デスティネーション」契約
ステファン・ベナール

グラフィックデザイン＆レイアウト : Monsieur T
表紙ビジュアル : ジャン＝フィリップ・リウトール
オルセー美術館を始め、ノルマンディーおよびイル・ド・フランス地方の美術館各位には、その所蔵作品を使用させていただき、貴重なご協力を賜りました。
ここに深くお礼申し上げます。
―――
上：クロード・モネ《エトルタ、海岸とアモンの門》 1883 年　パリ　オルセー美術館蔵© photo musée d'Orsay - RMN /
裏表紙 : クロード・モネ《睡蓮の池、緑のハーモニー》オルセー美術館蔵　写真：クロード・モネ財団（ジヴェルニー） – 著作権保護 © RMN-Grand 
Palais (musée d'Orsay) – Hervé Lewandowski / 
デザイン : jprieutort.com
―――
2025 年 12月15日発行
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